
令和7 年 3 月 19 日

平日
土曜日

10
9

時
時

0
0

分から
分から

19
17

時
時

0
分まで
分まで

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節行事（夏まつり、クリスマスコンサート等）　　　・外出活動（さとらんど、厚別山本公園等の公園遊び及びコカ・コーラ工場、防災センター等の施設見学）
・音楽療法（毎週土曜日）　　　　　　　　　　　　　　・設定活動（プラ板、廃品工作等の製作活動、チャレンジゲーム、サーキットレース等のレクリエーション）

家族支援
・ご家庭の状況に応じて、利用日や時間の調整、不安や困りごとへの相談助言
を行う。

移行支援 ・必要に応じて移行先（進学先・就労先・施設等）との情報共有や連携。

地域支援・地域連携 ・学校や併用利用先との情報共有や連携。 職員の質の向上 ・職員の各種勉強会（内部研修）や外部研修への参加。

支　援　内　容

未就学児　：　排泄・食事・衣服の着脱などの個別の関わりにおいて基本的生活習慣を確立させる。

学童　　　：　健康的な生活を送る事が出来るよう、自立に向けての健康管理や清潔面・身だしなみの支援を行う。

ドッジボールや縄跳び等の遊びを取り入れ粗大活動・協調運動を行う中で、体幹を鍛え体のコントロール能力やバランス感覚を育てる療育を行う。
また、手指を使った製作活動や細かい作業を行い感覚統合を促していく。

本
人
支
援

認知（物事の捉え方）について、自分の考えだけではなく多種多様な考えがある事に気づけるよう色々なパターンを掲示し、一緒に考える事を繰り返す中で、自分自身で自由に考え正し
い行動を選んでいく事が出来るよう支援していく。

人との関わりの中で意思疎通（会話やジェスチャー等）を行い、コミュニケーションを深めていく。
正しい言語を知り語彙力を鍛えられるよう促していく。

自分の気持ちを伝えたり友達の気持ちを考える中で、良好な人間関係を築ける力を育てていく。
また、社会生活においてのルールにも目を向け、自立に向けて支援していく。

支援方針

利用児童及び保護者の意向や利用児童の特性を踏まえた個別支援計画書を作成し、計画書に基づき支援を行います。
利用児童の意思や人格を尊重し、利用児童の立場に立って児童発達支援・放課後等デイサービスの提供を行います。
利用児童同士の交流の中から、コミュニケーション能力や協調性の向上を図れるよう支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 「わかってもらえた！」という瞬間をたくさん経験してもらい、人に対する信頼感や安心感を育んでいけるような支援を目指しています。

事業所名
児童デイサービス　ひかり
（児童発達支援・放課後等デイサービス）

作成日支援プログラム


